
国語科iニ碕iヲを思考力・特輯力 c 議現力を身に亡,rするための学研舎い

新学習指導要領の特徴のひと勺として「読むこと」ゃ「警くこと 1の相理事項に ｜；が追加され

たことがあげられる。このことは今日克むJ「書く」のょっな吉語活動においても他者との交流をともなっ

丈「学び合ぃ」常習を行うことを求めふ L（＿） としてみることfばできる。

例「丈訴を読んでf与えた竺とよと発表し合い ←人 人の感じ方につし tて遣いの忘る乙とに気付くこと。」

「づ学校竺留指導要ii真J国語刈／射 3学年及円安三 4学モド「読むこと I(1）オ

白分が「思考・判断」したことを，他者と「表現Jし合コ「学び合し寸竿習を実現させろことは9

「思考力 ο判断力移表現力」を身につけるために重要であると考え，；れる。以下では「読むととl領域

における「学 1」学習を中心としながらヲ「学び台レ」学習の意義と課題にゥいて述べアろたいの

( 1）「摘むζ と」の学習に資するものとしての「学び合いJ学習の意義

「読むこと」の学習においては，学習者はそれぞれ「白分自身の読み」を確立するととを片作すごと

になる。ただしラそれは自己完結してい〈万向で確立する己とそ意味しなLパ。この「白分自身の読みl

は，初読のIJ寺点での「言t，；引を他の学？？者の l読み」と照らし合わせながら「思考 a 判断」し，更新し

ていぐととによ勺て作り上げろれていくものである。「学び合い」学習はヲ位者の「読み」に触れラ自

分の「読ιJを問い！直していえことに大きな意味がめることを理解していく芋習になる。

(2）「話すことの開ぐこと」「葺〆ことjjと資するものとして¢「：学び合（，¥j常習の意義

( 1）のような「学び台い」学習を支えるのは，「話すとと＠聞くこと！「書くととJの学習において腎得

した力である。学習者は百ねした力を活用しながら交流することで「自分自身の読み」を確立してけく。

その仁ドで彼らはヲ「話L合いをうまく進めるためにはどうすればいいか！「わかってもらえるように書く

ためにはどのように書げばよいか［と hった「自分円身の言葉の使い左」を意識する棋会を得ることに

なる。この過程の中で，実際場閣で活用できる力が身についていくのである。

u己（＇］ ）（引の意義を達成す3 「学び合い」学習を成立させるためにほq その芋習を「何のため」に行う

のがが，教師にとってはもちろん，学習者にとっても明確仁なっていることが必要であるコ司的がRf昧

なまま形式的に；学び合い」を行っても，「自分3；干の読みJOJ更新はj国己らないしう「巨！分自身の言葉

の使い方jを意識する動機は生まれない（「自分自身の言葉の使い方Jへの煮詰！i，何らかの目的を達

成しようとする時に活性化する）。

このぷうに考えると，「学び合L,, l学宵冬行うためには 「問題芳兎」の過程が特に重要だとし：ろごと

がみえてくる。自分たちはどのよ弓汀問題にi宣布して l，＜るめか勺そしてヲそに、問題はどのよろにすれは

解決できるのか。ぶれらにでj いて考えられていお、じ一れ民＼「何（f)土佐」の「学び子1＼，＇」であるかは明確

；：はならなし',-, 

「初等部前期Jであれば， I司自l昔、教師によって指し示され，学習者ばてれを「自分たち心問通」とし

ラ取り組んでいくことになる。とのとき 教師υ、「開通発見」の過程を，学習者ととちに送記乙

ことが大切である。学習右に芽生えた疑問を「程かに不思議だ泊」「かえるくんはどうしてーんなこと

したのかな｜などといった声かけによってクラスで共有する「間匙Jへと昇三宮させふの、で、あ 3

；初等部位二月」 、「中等：：13-いこ沿、 1どは？？習麦、自身が「iヰ思発見iL吟 寺子の解慢のfゲ0二

えられ斗よ弓になうてし＼ < ＇凸妥がある。 i広ら自身が「立ぴ台しιjj主ヨの同的と効果を意識し，時には巨

ら「この問題tうし ιて考えるためには何をテ マi::L’」とOJように話レムえlグt川、だろうかJなどと 9

「学び；ドリ♀もの形態にヲ川て思拾する様、会を＇ :J:{i］市は作り fa.t）オつばなら）J(¥o e！ι「学び台い！そ

／（ ンする主体と Lてめ守：：1!:J右を育、て三／心とが，真の宮司での「学習者」を育てゐことにつなが :s＇ま

ずであち。 〈共同研究背：白根大学教育学部初等教育開発講座 富安 'i質吾）
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